
★ 特定非営利活動法人 あびこ・シニア・ライフ・ネット

佐々木　敏夫さん

写真 ①体験から思いつく

Toshio　SASAKI
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②幅広く事業を展開！

●私にとってのＣＢ ③目的を常に忘れない！

●起業するための３つの秘訣

★ ■組織概要
①予算規模 約400万円

■連絡先 ②会員・社員数 …活動会員：30名、利用会員：230名　

04-7182-5719
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④Web ④PR

代表の

http://www.abikosln.or
g/NPO/

②ＦＡＸ

③事業
　概要

★一緒に活動する会員を募集中！
　多くの収入は望めませんが、助け合い、地域貢献活動で健康で
　生涯現役を目指して楽しんで見ませんか。
・パソコンの訪問指導及び小学校パソコンサークル活動に参加で
　きる女性
・庭木の剪定等居宅内外の雑仕事に参加出来る方
・防犯・防災活動に参加できる電気作業技術者
・活動全体の企画及びコーディネートできる方

●パソコンの訪問指導・修理やミニ講習会の開催。小学校パソコ
　ンサポート
●我孫子市職業案内所の就業支援パソコンの指導。
●高齢者・障害者の身体介助を除く生活に不便を解消する｢便利
　屋｣活動。
●高齢者・障害者居宅の安心安全を守る「防犯・防災」活動。
●他の団体活動との協働事業。
●会員交流会及び親睦会開催。

国の政策で全国的に行われた「IT講習会」に講師として参加。その時
の体験で「高齢者へパソコンを教えてはどうか」と思いついた。
体験をきっかけに、退職後設立に参加したＮＰＯ法人を離れ、2002
年に高齢者・障害者を対象としてお宅に訪問しパソコンの基本操作を
指導することを目的とした「あびこ・シニア・ライフ・ネット」を設
立した。
初期投資もなく活動に対する方法として、全てを有償で行うことにし
た。

パソコンだけでは行き詰まってしまうと思うと同時に、高齢者や障害
者の方から得た新しいニーズをもとに、庭木の剪定などの「便利屋活
動」、「防犯・防災活動」と事業の範囲を拡大。
今では、利用される方も安価な料金で、色々な問題を解消する活動に
感謝され、それが口コミで広がりメディアなどでも紹介されるように
なった。
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活動も順調になってきたが、組織を立ち上げた時の理念は忘れない。
会員のみんなは、活動に対する謝金が得られ楽しみながら頑張ってい
る。活動自体が自己満足の延長でＰＲが下手で会員の確保が思うよう
にいっていない面もある。
しかし、地域の高齢者がお互いに助け合い、安心で安全に暮らせるま
ちづくりを目指している。
今は、他の団体と協働する新しいコミュニティビジネスに挑戦中であ
る。

取り組んでみる
決断力！

tsasaki1@jade.plala.or.j
p
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1933年、山口県に生まれる。
1999年、勤務していた企業を退
職。1999年、茨城県にあるＮＰ
Ｏ法人の立ち上げに参加2002
年、任意団体「あびこ・シニア・
ライフ・ネット」を設立。2005
年、千葉県から認証を受け「ＮＰ
Ｏ法人あびこ・シニア・ライフ・
ネット」となる。

①ＴＥＬ

地域貢献・お互
いの助け合いに
対する価値観

自身が持てる技
術を地域に還元
する！

特定非営利活動法人 あびこ・シ
ニア・ライフ・ネット

  有償で活動するもの。
  活動の考え方にボランティア的要素が
多くビジネスとして問題が有ると思って
いる。
  今は、コミュニティビジネスとはこれ
だ！と思われるものを模索中。
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